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(1) 一般公開開始時の 2010 年 4 月 7 日 ~11 月 10 日まで，約 7 ， 500 人の来館者があった。
(2) 2010年1月3日-12月18日まで，第一回企画展「戦争遺跡写真展登戸研究所から戦争遺跡を
みる~川崎を中心に~J を開催。
(3) 筆者加筆。
(4) 筆者加筆。
(5) 第五展示室にて展示されている書簡が布に印刷され にじんで見えるためだと思われるo
(6) 資料鎗内で上映しでいるドキュメンタリー映画「解る登戸研究所」のこと。詳し〈は，本特集号所
収の吉田論文を参照されたい。
(7) 資料館ロピーにある「展示のねらいJには「この資料館は，陸軍登戸研究所の全貌を伝えるととも
に，戦争と平和について考える場になることを目的としています。Jとある。
(8) 資料館近隣中学より見学にきた中学生の感想。
(9) 第五展示室「和田}夫氏(元第一科雇員)の思い」を読んだ感想だと思われる。
(10) 資料館は入り1を背に，左まわりに見学する設計になっている。
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